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主 な 内 容
◦農業施策に関する意見書の回答がありました

◦農業女子の交流会を開催しました

◦標準労賃・機械作業標準料金、賃借料情報

◦令和６年度農地利用状況調査の結果について

◦農業委員会活動記録

◦野焼きは原則禁止です！

◦職員の人事異動 ◦編集後記

昨
年
11
月
19
日
に
市
長
あ
て

に
提
出
し
た
「
農
業
施
策
に
関

す
る
意
見
書
」
に
対
す
る
回
答

が
２
月
18
日
、
三
木
正
夫
市
長

か
ら
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
農
業
委
員
会
か
ら
神

林
利
彦
会
長
、
丸
山
輝
幸
農
業

振
興
対
策
部
会
長
、
吉
池
寿
一

農
地
対
策
部
会
長
、
湯
本
か
代

子
農
業
後
継
者
対
策
部
会
長
が

出
席
し
、
回
答
内
容
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

回
答
の
要
旨
を
次
の
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

全
国
農
業
新
聞
の
購
読
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
わ
か

り
や
す
い
農
業
・
農
政
の
解

説
や
経
営
・
流
通
の
最
新
情

報
等
が
満
載
で
皆
様
の
暮
ら

し
に
役
立
ち
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
購
読
く
だ
さ
い
。

（
月
４
回
金
曜
日
発
行

購
読
料

月
700
円

〔
送
料
消
費
税
込
〕）

（
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
連
絡
く
だ
さ

い
。）

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

老
後
の
生
活
を
支
え
る
た

め
の
備
え
と
し
て
農
業
者
年

金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

§
農
業
者
年
金
の
加
入
要
件
§

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
免

除
者
を
除
く
。）

○
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

○
60
歳
未
満

§
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
§

○
保
険
料
の
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

○
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型

で
長
期
安
定
の
制
度
で
安

心
で
す
。

○
終
身
年
金
で
80
歳
前
に
死

亡
し
た
場
合
は
一
時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
の
額
は
経
営
状
況

な
ど
に
よ
り
自
由
に
設
定

で
き
ま
す
。

(月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円
)

問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
―
２
４
８
―
９
０
１
５

Ｊ
Ａ
な
が
の
須
坂
支
所

☎
０
２
６
―
２
４
５
―
１
３
０
０
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意
見
書
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回
答
が
あ
り
ま
し
た

２
月
６
日
、
旧
上
高
井
郡
役

所
で
「
農
業
女
子
の
交
流
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
交
流

会
は
須
坂
で
就
農
し
た
女
性
農

業
者
等
の
横
の
つ
な
が
り
、
仲

間
づ
く
り
を
目
的
に
始
め
た
も

の
で
、
３
年
目
と
な
る
今
年
は

女
性
新
規
就
農
者
や
就
農
予
定

者
、
Ｊ
Ａ
な
が
の
女
性
部
役
員
、

女
性
農
業
委
員
ら
21
名
が
参
加

し
、
手
作
り
の
フ
ル
ー
ツ
サ
ン

ド
を
食
べ
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
交
流
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
フ
ル
ー
ツ

サ
ン
ド
が
と
て
も
お
い
し
く
交

流
会
も
話
が
は
ず
ん
だ
」「
色
々

な
立
場
の
方
が
い
て
大
変
参
考

に
な
る
話
が
聞
け
て
、
良
か
っ

た
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
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業
女
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交
流
会
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を
開
催
し
ま
し
た
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Ⅰ

農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

⑴

須
坂
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
に
つ
い
て

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
オ
ー
プ
ン

も
控
え
る
中
、
当
市
の
認
知
度

が
さ
ら
に
浸
透
し
ブ
ラ
ン
ド
化

の
効
果
が
実
感
で
き
る
よ
う
な

工
夫
を
凝
ら
し
た
振
興
施
策
の

展
開
を
図
ら
れ
た
い
。

【
回
答
】
全
国
有
数
の
果
樹
産

地
「
信
州
須
坂
市
高
級
フ
ル
ー

ツ
王
国
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

の
定
着
を
県
内
外
へ
引
き
続
き

宣
伝
Ｐ
Ｒ
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵

農
業
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
に
つ
い
て

行
政
と
農
業
関
係
機
関
の
連

携
強
化
を
図
り
、
変
化
し
続
け

る
農
業
情
勢
や
新
た
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
市
農
業
再

生
協
議
会
と
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
軸
と
し
た
地
域
農
業

と
農
業
者
を
総
合
的
に
支
援
す

る
仕
組
み
づ
く
り
（
地
域
営
農

シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
）
を
検
討

さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
Ｊ
Ａ
や
県
、
農
業
委

員
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
な

知
見
を
活
用
し
、
引
き
続
き
連

携
を
と
り
な
が
ら
地
域
農
業
と

�
�
�
�
�
�
�
�

意
見
書
の
回
答
要
旨

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅲ

新
規
就
農
者
支
援
に
つ
い
て

⑴

樹
園
地
拡
大
事
業
補
助
金

の
拡
充
に
つ
い
て

新
規
就
農
者
の
多
く
が
ブ
ド

ウ
棚
設
置
済
み
園
地
を
確
保
し
、

棚
の
不
具
合
を
修
繕
し
な
が
ら

栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
収
入
が

少
な
い
分
、
修
繕
費
割
合
も
小

さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
果
樹
棚
修

繕
に
か
か
る
費
用
の
補
助
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
本
補
助
金
は
、
規
模

拡
大
に
伴
う
果
樹
棚
新
設
に
対

す
る
制
度
で
、
修
繕
は
対
象
と

は
し
て
い
ま
せ
ん
。
他
の
補
助

制
度
が
あ
れ
ば
情
報
提
供
し
ま

す
。

⑵

ブ
ド
ウ
園
地
の
確
保
に
つ

い
て

今
年
度
策
定
予
定
の
目
標
地

図
に
よ
り
、
研
修
生
を
含
め
た

新
規
就
農
者
と
規
模
縮
小
農
家

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
、
園
地

確
保
の
目
途
が
立
つ
よ
う
支
援

さ
れ
た
い

【
回
答
】
新
規
就
農
者
の
相
談

相
手
と
し
て
指
導
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
農
地
の
流
動

化
・
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
規
模
縮

小
農
家
の
情
報
提
供
を
お
願
い

し
た
い
。

⑶

新
規
就
農
者
の
作
業
場
の

確
保
に
つ
い
て

新
規
就
農
者
の
共
同
作
業
場

が
不
足
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

引
き
続
き
確
保
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

【
回
答
】
新
規
就
農
者
が
自
身

で
作
業
場
を
整
備
す
る
ま
で
の

間
、
利
用
す
る
施
設
と
位
置
付

け
、
利
用
期
間
を
５
年
に
す
る

こ
と
で
空
き
が
生
じ
ま
す
。
引

き
続
き
作
業
場
確
保
に
努
め
ま

す
。

⑷

農
業
後
継
者
支
援
の
充
実

に
つ
い
て

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

の
農
家
子
弟
の
リ
ス
ク
要
件
の

緩
和
等
に
つ
い
て
、
国
に
要
望

さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
新
規
就
農
者
確
保
緊

急
円
滑
化
対
策
に
世
代
交
代
円

滑
化
タ
イ
プ
を
創
設
し
、
離
農

者
等
か
ら
経
営
を
引
き
継
ぐ
人

に
、
受
け
継
い
だ
施
設
や
農
機

具
の
修
繕
、
農
業
施
設
や
農
業

機
械
の
導
入
に
対
し
て
補
助
す

る
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
独
自
制
度
と
し
て
農

業
後
継
者
が
、
親
元
で
の
農
業

研
修
期
間
中
に
支
援
す
る
新
規

就
農
研
修
給
付
金
も
あ
る
の
で

活
用
さ
れ
た
い
。

農
業
者
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

Ⅱ

遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て

⑴

遊
休
農
地
解
消
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て

農
家
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
、
農
地
所
有
者
の
依

頼
に
よ
り
登
録
農
家
が
農
業
機

械
を
使
っ
て
除
草
作
業
を
請
け

負
う
な
ど
も
遊
休
農
地
解
消
の

一
助
に
な
り
ま
す
。
遊
休
農
地

解
消
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
農
家
の

募
集
に
つ
い
て
再
検
討
さ
れ
た

い
。

【
回
答
】
引
き
続
き
地
域
の
遊

休
農
地
所
有
者
へ
の
解
消
指
導

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
請
負

農
家
の
掘
り
起
し
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑵

農
地
の
売
買
・
貸
借
情
報

の
公
開
に
つ
い
て

当
市
で
運
用
す
る
農
地
バ
ン

ク
の
登
録
情
報
を
農
林
課
の
窓

口
閲
覧
だ
け
で
な
く
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
、
Ｉ

タ
ー
ン
就
農
希
望
者
等
に
貸
借

情
報
等
を
提
供
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
農
地
バ
ン
ク
登
録
情

報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す

る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す

が
、
農
地
ナ
ビ
へ
情
報
の
共
有

を
図
っ
た
方
が
、
効
率
的
か
つ

実
効
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

⑶

ニ
ワ
ウ
ル
シ
対
策
に
つ
い
て

ニ
ワ
ウ
ル
シ
は
、
す
で
に
市

内
各
所
で
、
さ
ら
に
耕
作
放
棄

地
だ
け
で
な
く
道
路
の
法
面
や

河
川
敷
な
ど
で
も
確
認
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
幼
木
段
階
で

の
駆
除
に
関
す
る
周
知
と
と
も

に
、
既
に
巨
木
化
し
た
樹
体
伐

採
に
対
す
る
経
費
補
助
や
支
援

を
改
め
て
検
討
さ
れ
た
い
。

【
回
答
】
多
面
的
機
能
交
付
金

事
業
の
協
定
農
用
地
の
場
合
は
、

「
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
の
た

め
の
保
全
管
理
」
と
し
て
交
付

金
の
活
用
が
可
能
で
す
。
地
域

の
活
動
組
織
と
の
連
携
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
早
め
の
駆

除
を
お
願
い
す
る
等
の
周
知
を
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全国農業新聞を
お読みください

全国農業新聞は、農業経営や暮らしに役立つ農業総合専門紙です。皆様の購読をお願いします。
月４回金曜日発行 購読料・・月７００円［送料、税込み］
購読の申し込みは、農業委員・農地利用最適化推進委員または農業委員会事務局まで連絡ください。

市ＨＰで確認
できます
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編

集

後

記

今
年
も
５
月
を
迎
え
農
作
業

の
忙
し
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

当
市
に
お
け
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
の
不
適
正
表
示
」
問

題
で
は
返
礼
品
を
扱
う
農
家
や

商
工
業
者
だ
け
で
な
く
須
坂
の

果
樹
全
体
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
農
業
委
員

会
と
し
て
も
影
響
を
受
け
た
農

家
へ
の
支
援
と
ブ
ラ
ン
ド
価
値

の
復
活
に
向
け
て
何
が
必
要
か

を
考
え
活
動
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
農

業
の
発
展
の
た
め
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

編
集
委
員
(情
報
・
研
修
委
員
会
)

委

員

長

目
黒

孔
一

副
委
員
長

春
原

博

委

員

黒
岩

基
之

〃

中
村

豊
彦

令
和
６
年
４
月
１
日

～
令
和
７
年
３
月
31
日

４
／
18

須
高
地
区
農
業
委
員
会

協
議
会
総
会

５
／
23
・
24

長
野
県
19
市
農
業

委
員
会
協
議
会
通
常
総

会

５
／
27

長
野
県
農
業
委
員
会
長
・

事
務
局
長
合
同
会
議

５
／
29

全
国
農
業
委
員
会
会
長

大
会

６
／
17

長
野
県
農
業
会
議
第
９

回
通
常
総
会

７
／
２

長
野
県
農
業
委
員
会
女

性
協
議
会
長
野
支
部

総
会
・
研
修
会

７
／
23

長
野
県
農
業
委
員
会
女

性
協
議
会

総
会

８
／
25

盗
難
防
止
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
合
同
出
発
式

８
／
25
～
10
／
９

盗
難
防
止
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル

10
／
10
・
11

長
野
県
19
市
農
業

委
員
会
協
議
会

会
長
・

事
務
局
長
合
同
会
議

10
／
19
・
20

三
崎
港
町
ま
つ
り

農
産
物
直
売

11
／
６

須
高
地
区
農
業
委
員
会

協
議
会
会
長
・
事
務
局

長
会
議

11
／
19

農
業
施
策
に
関
す
る
意

見
書
提
出

11
／
21

第
９
回
長
野
県
農
業
委

員
会
大
会

11
／
28

全
国
農
業
委
員
会
会
長

代
表
者
集
会

12
／
14

県
選
出
国
会
議
員
と
の

農
政
懇
談
会

２
／
５

令
和
７
年
度
里
親
研
修

調
印
式

２
／
６

農
業
女
子
の
交
流
会

２
／
18

農
業
施
策
に
関
す
る
意

見
書
の
回
答

２
／
20

長
野
県
農
業
委
員
会
女

性
協
議
会
研
修
会

３
／
25

農
作
業
標
準
労
賃
等
協

定
会
議

３
／
26

長
野
県
農
業
会
議
第
10

回
臨
時
総
会

そ
の
他
、
定
例
総
会
・
協
議
会
（
毎

月
末
開
催
）、
各
対
策
部
会
、
地
域

計
画
策
定
に
向
け
た
協
議
の
場
へ

の
出
席
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、
遊

休
農
地
解
消
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

な
ど

農
業
委
員
会

活
動
記
録
（
抜
粋
）

職
員
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
で
農

業
委
員
会
事
務
局
、
農
林
課
（
係
長

以
上
）
の
職
員
に
次
の
と
お
り
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。

（

）
は
前
任
の
職
場

転

入

■
農
業
委
員
会
事
務
局
長

北
堀
け
さ
江
（
財
政
課
）

■
農
林
課
農
政
係
長

丸
山

茂
樹
（
税
務
課
）

■
農
林
課
耕
地
・
林
務
係
長

真
島

透
（
生
活
環
境
課
）

転

出

■
水
道
局
営
業
課

荻
原

一
司
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

■
人
権
同
和
・
男
女
共
同
参
画
課

関
野

勝
仁
（
農
林
課
）

■
道
路
河
川
課

小
林

大
介
（
農
林
課
）

令和６年度 農地利用状況調査の結果をお知らせします
農業委員会では、毎年、市内の全農地を対象に農地の利用状況を把握するため農地利用

状況調査（農地パトロール）を実施しています。昨年の８月下旬から10月に実施した本調
査の結果がまとまりましたのでお知らせします。
調査は、草刈り等で直ちに耕作可能な遊休農地を「緑区分」、雑木等の伐採抜根が必要な

農地を「黄区分」として、遊休農地の状態に応じて２つに区分して判定しています。
本年度は、緑区分と黄区分の遊休農地の合計が約98.96㌶で、昨年の103.4㌶から約4.4㌶

減少、令和３年の調査以降、初めて100㌶を下回りました。次の表は地区別の遊休農地面
積を区分ごとにまとめたものですが、新規発生の遊休農地の割合が年々高くなっています。

野焼きは原則禁止です!!
ゴミなどの屋外での焼却は、法律により原則禁止とさ

れていますが、農作業における剪定枝や稲わらの焼却な
ど、やむを得ない場合のみ例外とされています。
農作業でやむを得ず野焼きをする場合は、
① 事前に消防署に届け出る
② 葉っぱや枝をよく乾燥させる
③ 天候や時間、風向きなどに注意する
④ 家庭ごみや廃プラ等をついでに焚かない

火災予防と周辺の生活環境へのご配慮をお願いします。

大字ごとの集
計等、詳細は
市ホームペー
ジをご確認く
ださい
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人
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動

４
月
１
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け
の
人
事
異
動
で
農

業
委
員
会
事
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局
、
農
林
課
（
係
長

以
上
）
の
職
員
に
次
の
と
お
り
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。

（

）
は
前
任
の
職
場

転

入

■
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
長

長
野

寛
（
税
務
課
）

■
農
林
課
長

峯
村

清
一
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

■
農
林
課
農
政
係
長

関
野

勝
仁
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

■
農
林
課
耕
地
・
林
務
係
長

小
林

大
介
（
上
下
水
道
課
）

転

出

■
道
路
河
川
課
管
理
係
長

丸
山

孝
幸
（
農
業
委
員
会
）

■
社
会
共
創
部
長

坂
田

温
（
農
林
課
）

■
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

担
当
課
長

横
田

宏
樹
（
農
林
課
）

■
総
務
部
付
災
害
派
遣

波
岸

康
幸
（
農
林
課
）


